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1.緒言
マツオウジ(:松玉子)Lenlilllls leρideus Fr.はマツオ
ウ(松王)あるいはスギオウジ(杉王子)ともよばれ，
シイタケ(椎茸)Lelltinlls edodes Sing.と同じキシメジ
科(Tricholomataceae)マツオウジ属(Lentinus)に属
する担子菌(Basidiomycetes)で，芳香を放っ美味な子
実体(茸)を形成するが，発生量が少なく人工栽培化が望
まれてきた1)2).シイタケがPヌギやミズナラなどの広葉
樹材に発生するのに対し，本菌はマツやスギなどの針葉
樹材に発生するため，鉄道の枕木や木製橋梁など構造用
材の害菌として取扱われ，その人工栽培化を試みた例は
ほとんどない.ー方，日本林業に於ては，長年の鉱大造
林政策の結果，近年，小径のスギ間伐材をはじめマツや
刀ラマツなど針葉樹屑材や鋸屑の生産が場加する傾向に
あるが，その用途は足場丸太をはじめ，~逆に減少する傾
向にある 3) 今後，増大が予想されるこれらの木材を，
近年，急速に需要が拡大している菌苛類の栽培に利用で
きるならば，問題解決の一助になるものと期待:される
が，実際に現在，人工栽培されている菌茸類は全て広葉
樹材を基本とする培地で作られていて，針葉樹材は特殊
な場合(後述するエノキタケ，ヒラタケの場合)以外用
いられない只 !それ故，本菌の針葉樹材培地での培養と
子実体の生産は，新しい食用茸の生産だけでなく針葉樹
材の有効利用の点からも待望されるものである.
このような観点から，マツオウジのスギ木粉培地での
人工栽培法を確立することを目標に，野生子突体体細胞
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組織の分自!~培養に関する基礎条件を検討し，つういて適
性菌系について種々の組成の木粉培地で培養し，子実体
生産を試みたところ，遂にスギ木粉で良好な子実体の取
得に成功した.叉，実際の人工栽培上障害となるスギ心
材の抽出成分あるいは青カビの生産する赤色々素成分に
ついても考察を加えたので，それらの結果を報告する.
2.実験
2-1，組織の分離培養:1982~1984年の間，山形県庄
内地方一円の野生マツオウジ子実体を収集.その傘部の
付け根より無菌的に組織を切り取り ，寒天栄養培地上で
培養.栄養培地は種々検討した結果，下記組成のジャガ
イモ ・グノレコース・寒天 (PGAと略)培地が最適であっ
たので，以後，この培地を主として用いた.
2-2， PGA培地の調製:ジャガイモ 200gに水 700
mlを加え， 30分間，静かに煮沸して得た抽出液にグノレ
コース 20g，寒天 20gを加え，ゆっくり加温し撹伴し
て溶解後，容器に分注 ，十}トクレープで12ooC，30分
間，加圧殺菌後，放冷固化. これを冷蔵庫に貯蔵し必要
に応じ，とり出して使用.
2-3，基礎培護条件の検討:マツオウジの楕養に必要
な物理的 ・化学的基礎条件として培地 pH，培養温度お
よび積地添加物をとりあげ， PGA培地上での菌の生長量
を指標に検討を加えた.
2-3-1，培地 pH:ガラス製ペトリ皿 (d=9'cm)に20
mlの PGA培地を加え，pHメーターで計測しつつ，希
苛性ソーダまたは希塩酸で所定の pHに調整.常法通り
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加圧殺菌し;放冷.別途， PGA培地上で精義しておいた種
菌のコロニーの最外周部から，殺菌したコノレクボーラー
(d=3mm)で小円盤を打ち抜き，これを前述の PGA培
地を入れたペトリ血の中央に移植.コロニ}直径を経時
的に測定.
2-3-2，培養温度:10~30t;の範囲で設定した恒湿器
中に2-3-1と同様にして摘菌した pH5.5のPGA培地を
入れたペトリ血を保ち，約10日間，菌のコロニー直径を
経時的に測定.
2-3-3，培地添加物の効果:スギ心材および針葉抽出
物8種，植物生長調節物質問種および市販のリグノスノレ
ホソ酸カルシウム(広葉樹および針葉樹)およびユーカ
リASP廃液より自製した LVD，LSD函分のアセトソ
溶液を調製.pH5.5の PGAまたは玉ネギ ・グルコー
ス・寒天 (OGA)培・地で作ったペトリ皿内の平板培地に
0.01~10%濃度(通常 0.01%) になるよう前記アセト γ溶
液を添加.常法通り殺菌，放冷後，種留の小円盤 (d=3
mm)を平板中央に移植.28'C恒湿器内に保ち，菌のコロ
ニー直径を経時的に測定. (菌の生長をコロニー直径の
みを指標とし，検討する点については疑問が持たれたの
で，~富体をj蚤き取り，熱水処理により培地寒天を溶出し
た残溢を乾燥菌体重量として測定し，コロニー直径の測
定結果と比較する実験を行なったが，本実験条件下で
は，両者は高い相関にあり，菌の成長はコロニ}直径で
代表しうることを確認した.)
2-3-4，対勝培養:pH5.5の PGA培地上に種菌の小
円盤を 3cm間縞で移植.28'C恒温器内で培養し，帯線
の形成を観察.同系の菌では手持線はできない.
2-4，木質培地における培養条件の検討
2-4-1，菌糸培養条件の検討木質培地におけるマツ
オウジ栽培の基礎因子として培地合水率，培地添加物を
とりあげ検討した.なお，培地 pHIt5 ~6 の適正値を
全ての木質培地が保持していたので特に調整はしなかっ
た.
(1)培地含水率:製材所より入手したプナあるいはス
ギ鋸屑を直接用い，所定合水率になるよ う計算量の水道
水を加え，良く混和.直径 2cmのガラス管につめ綿栓
を付し加圧殺菌後，放冷.これにクリーン ・ベンチ内で
無菌的に種菌を移植し， 28t;恒湿器内で培養.菌糸先端
部の位霞を経時的に計測し菌糸伸長度とした.
(2)添加物の効果:スギまたはプナ木粉80wt.%に対
し油カス，米ヌ カ，コー γフラソ，オートミーノレあるい
は大麦目玉芽を20w七%の重量比で混和.合水率70%にな
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るよう水道水を加え良く混和し， 600ml容ポリプロピレ
γ(PPと略)製ピソまたはガラス製培養ピソに 360~450
g入れて軽く圧縮.口をアルミ箔で覆い 120t;， 40分間
加圧殺菌する.放冷後，培地中央部に種菌を移殖.28'C 
恒温器叉は室温に保ち，経時的に菌糸伸長度を訊'J定.さ
らに時々，開封して雑菌の混入を調べた.
2-4-2，木質培地の分析:子実体形成に適した充分に
菌糸の繁殖した培地(完熟培地)の指標として培地 pH，
培地合水率をとりあげ調査した.
(1)培地pHの測定 木質借地試料から 20gを秤取.
蒸留水 40mlと良く混ぜ合わせた後， 5分間放置.1G3 
ガラス ・フィノレターで吸引滅過し，i，慮液の pHを pHメ
ーターで測定.
(2)含水率の測定 :木質培地試料から 10gをfi取.
105'Cの恒温乾燥器に24時間保ったのち，デシケーター
内で放冷.重量差を水分として湿量基準の合水率を算
出.
2-4-3，子実体形成実験:子実体形成に影響する因子
として，温度，湿度，照度および低温処理をとりあげ検
討した.
(1)温度，湿度， 照度 :菌糸の充分に繁殖した木質培
地を含む PP製ピγ(植菌後， 28t;に 3カ月保ったもの)
の上部アルミ箔を除去し， PP製透明ビニール践で包ん
だ棚付の木箱に移し，外部から植物生長用鐙光燈ランプ
で照射.外気温16~34'C ，湿度70~90%に保つよう冷凍
穏と加湿骨量を調節.pp製ピンの設置場所により 0~2500
lxの範聞の光強度下に位置するように調節し，子実体
形成状況を調べた.
(2)低温処理 :子実体形成を促進するとされる低温処
理の効果を調べるため，埼養3ヵ月の菌糸の充分に繁殖
した木質培地を 5'Cで7日間，暗所に保ったのち， (1) 
と同様にして子実体形成状態を調べた.
2-5，スギ心材ならびに青カビの形成す~抗菌物質
2-5-1，スギ抽出成分の分離:秋田スギ，屋久スギ心
材より既報Slのようにして単離したフェルジノール，フ
ィロクラダノーノレ，サンダラコピマラジエンー19-オーノレ，
スギオール，針葉から既報6.】Gbl6clのようにして単離し
た(ー )カウレ、ノ， (+)フィログラデ‘ノ，クリプトメ
リジオーノレ，イソデキストロピマーノレ君主，サンダラコピ
マール酸，シス ・コムニ自主を用いた.
2-5-2，青カビの代謝す~赤色々素の分離:スギ辺心
材混合木粉75%，米ヌカ25%の混合物で作った合水率
70%の培地を常法通り殺菌，植菌後室温下に培養. 2カ
マツオウジ Lelltiuusleρideusの人工栽培一一荻山 21 
月後， .~き糸が全体に広がlったl時点で青カビを緩種.室温
下に培養すればマツオウジ菌と青カビの聞に赤色帯が形
成される.この培地10本分 (4.5kg)を集め，グロ戸ホJレ
ムで室温下に抽出.抽出液を減圧濃縮して得た抽出物
55gをシリカゲル1.1kgを充填したガラスカラム (7x
60cm)でベンゼンと酢酸エチルの混合液を溶出剤にク
ロマト分離して 9画分に分けた.各回分の成分について
大雑把にマツオウジ菌々糸の生長に与える効果を調べた
ところ，赤色々素を含む回分に菌糸生長阻害活性が認め
られた.この画分を TLCスティックによる吸着Fロマ
トにより更に4函分に分け，各函分につき再び生物検定
をしたたところ，やはり赤色々素を含む画分に活性が認
められた.これを濃縮し室温に放置すれば深紅色針状品
が析出する.エタノールおよびジオキサγから再結晶
し，赤黒色針状品 mp.260~262'C (5 mg)を得た.その
スベグトノレ的性質は次のようである.
IR :νZtLcm・1 1625.5 (sh)， 1603ふ 1574，1483，' 1440， 
1441， 1383， 1284， 1231， 1210， 1185， 1135， 1100， 1002 
957， 862， 820， 807 
UV : À~~~Hnm 227， 277， 308， 475， 507， 544 
lH-NMR : ð~ß~13 6.40 (2 H)， 3.97 (6 H)， 12.73 (1 H)， 
13.16(1 H) 
MS: m/z 250(M+) 
以上の物理定数は，ヘリコパシン・モンパの代謝物の
lつであるナフトキノ γ構造の化合物，モンベイ γ7)の
ジメチノレエーテノレ誘導体のそれとー致した.
2-5-2，盟硫酸パルプより LVD，LSDjlIij分の分離:
市販の針葉樹あるいは広薬樹リグノスルホン酸カルシウ
ム(SanXP 501， 201)および Eucalyttusregllansより
自製した ASP廃液を稲葉らの方法に順じ8) 透析後，透
析物を濃縮.エタノール5倍量を加え生じた沈殿を乾燥
して用いた.
ふふ3，市販菌糸生長促進剤:市販品のメネデール(メ
ネデール化学研究所，大i波市)，メイフラッシュ(明治製
菓KK，東京都)をそのまま使用した.
2-6， f共試菌:野生子実体より分離した種菌のほか，
農林省林業試験場所有の FMι432，433を用いた.
3.結果と考察
近年，食品の多様化が進み，食用菌茸類の需要が急速
に増大した.現在，我国で食用Jtとして利用されている
菌茸類は，200~300 種に達するとされ0) 薬用や工芸用
を含めると，さらに多くの種類が利用されていると考え
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られる.菌茸類の主体は担子菌類であり，なかでも木材
腐朽菌は，人工栽培による茸生産の主対象となってい
る.マツオウジ Lelltinusleρideus Fr. f'i，マツタ ケ
Tricholollla lIlatsutakaに葉真似した樹脂香を発する茸であ
るが，菌根菌であるマツタケと異なり，針葉樹材の腐朽
菌である.また，シイタケ Leωnth川1
属で歯さざ.わりや!味床も類似している.現在，我国で食用茸
として人工栽培されているのは，シイタケ，ナメコ
P holiota Ilallleko，マイタ ケGrifolafrondosa，エノキタ ケ
Flalllllila velut沙問ヒラタケ(商品名シメジ)Pleuro-
tus ostreatus，シロタモギタケ(商品名ホンシメジ)
LyoρhyllulIl ulmariulIlなどで，いずれも広業樹材に発生
し，木材を白色に腐朽させる.いわゆる白色腐朽菌であ
り，したがって，これらの茸の栽培にはクヌギ， ミズナ
ラ，プナなどの広葉樹材を用いる4). しかるに，我国で
は，これら広葉樹材の資源が次第に少なくなり，供給不
足の状態にあるω.そこでスギなどの針葉樹材培地での
背栽培法の開発研究が進められているが，菌の生長が困
難であった り，子実体収量が怒く品質が不良のため，低
温下で生長を抑制した特殊なモヤシ状の子実体を利用対
象とするエノキタケやヒラタケ(シメジ)以外，実用化
されていない.マツオウジは，針葉樹材を褐色に腐朽す
る褐色腐朽菌であるから，木材資源の点でも従来の茸栽
培と競合しないと考えられ，その人工栽培法の確立が期
待された.
山形県庄内地域一円から採集したマツオウジ 子実体
は，直径1O~15cm の茨白色傘部を有し，樹脂様の芳香
を発し，弱い苦味をき量した(写真 1).傘部の付け根より
無菌的に切り出した組織片を PGA培地上で椴養すると
良好な生長を示した.そこで，培養の基礎的必要条件を
明らかにするため， 培養温度，培地 pH，木材抽出成分
などの効果をとり挙げ検討した.
(1)培釜温度. 20~30'Cの温度範聞で菌を培養し，コ
ロニー直径を比較した.その結果，図 1に示すように，
いずれの菌系も28~30'Cで最大生長量を示したが， 30'C 
以上では菌周が務!く， 28'C付近が最適の好高温菌である
ことが分った.
(2)培地pH. pH 4~8 に調節した PGA培地でのコロ
ニー直径を比較したところ，図2に示すように pH5.0~ 
5.5で最大生長量を示し，弱酸性を好むと考えられた.後
述のように木粉あるいは，これに米ヌカなどを添加した
培地の水抽出液も大体同じ範囲の pHを示したので特別
な pH調整を要しないと考えられた.
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であると報告し， E. W. J. Phillipsと C.A. Savoryl1)は
スコット・パインのプロック腐朽試験においてマツオウ
ジ菌は，他の木材腐朽菌と異なれ急速に辺心材を腐朽
し:褐変せしめると報告し，いずれも本菌がマツ材・を良く
腐朽させることを明らかにしている.我国で用材に用い
られるスギ材はフ品ルジノ}ノレを含有しているが，中島，
善本，福住12)はスギ材にシイ タケ菌が生育しにくいの
は，その生育阻害作用に基づくと報告している.したが
って，マツオウジのスギ材・での培養は，マツ材の場合ほ
ど容易ではないと予想される.そこで前もってスギ材抽
出成分の阻害作用の程度を明らかにし，かっ，マツオウ
ジ菌の生長を促進する物質を見出だす目的で，スギの心
材や針葉の抽出物から単離した各種成分a)6. )6b )6c )なら
びに高等植物の生長を促進する生理活性物質(植物ホノレ
モン1日)および市販の菌糸生長促進剤， さらに稲築，飯
塚，越島8)により有効性が報 じられている麗硫酸廃液成
分 (LVD，LSD画分)の添加効果を検討した.PGA培地
(pH 5.5)上でのマツオウジ菌コロニー直径を指標に生
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Fig. 2. Relation between pH-valle and growth 
rat巴 ofL. leρidels. 
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(3)木材抽出成分などの効果. P. RlIdman10)は木材抽
出物の抗菌性を研究し，Podocar tus属の心材に含まれる
フェルジノーノレ， トタロールおよびマタイレジノ ールが
マツオウジ菌の生長を抑制するが，マツ属の心材中の抗
菌性成分ピノシルピン・モノメ チルエーテノレには無効果
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HO 
120 
100 
80 
， 
} 
x ω 句。
~ 60 
TL今〆記入~ミ
Incubat10n t1.:te(Day) 
Legend: 
持1.Concentration' ofadditive...O.Ol% (A~H) ， 
1.0% (L)，' 0.1% (1， K) and 10% (J) 
持2.Growth Index=Diameter of colony in extra-
ctive added PGA mediumjDiameter 
of colony in extractive free PGA 
medium 
# 3. A~H...refer to Fig.3.， 1， J…Menedael， 
K， L...Meiflash 
Fig. 4. Effect of extractives of SUGI and commer-
cial growth promotors to growth rate of L. 
letideus. 
長度を比較した結果，図3を得た.理解しやすいように
生長指数=抽出物添加 PGA培地でのコロニーの直径
(G~ò\~ffi 無添加 PGA培地でのコロニーの直径
Index) 
で示すと図4のようで，スギ抽出物ではフェルジノール
が最も強い生長阻害作用を示し，新たにシス ・コムユ
酸， タリプトメリジオー ノレ， サングラコピマラジェ γ-
19-オールも中程度の生長阻害効果を示すこ とが明らか
になった. したがって，スギ心材や針葉は，そのままで
はマツオウジ栽培身地には不適当と考えられる.しか
し，実際に製材所で入手できる鋸屑には心材や針葉の混
入率は高いとは考えられず，スギ辺材に含有される極く
微量程度のフェルジノールならば余り影響を与えず，実
際的に利用可能と思われた.一方，マツオウジの生長促
進を期待して培地に添加した楠物生長調節物質(植物ホ
ルモン)および市販の菌糸生長促進剤メネデールやメイ
フラッシュは，図4，5に示すように，ほとんど無効果
か，逆に生長阻害作用を示した.また，ill!硫酸パJレプ廃
23 
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B 1馴1MIBA A1辿 x p 叫 3GAlJ GA4/1ax 
Additives 
Legend : B…B1ank 
IAN・.Indol acetoni tri1 
IAA...lndol acetic acid 
IBA...lndol butyric acid 
ABA...Abscisic acid 
k・..(一)-kaurene
P…( + ) PhylJocJadene 
GA3...Gibberel1in Aa 
GAI3...Gibberellin AI3 
GA4+7・Mixtureof GibberelJin A. and A7 
CCC .….(伶2-Cαhl叫10ωroethyl州り)trim 巴t出hηly刊，la叩I口即T
ride 
conc. of additives...l00 ppm 
Fig. 5. Effect of plant growth regu1ators to 
growth rate of L. letideus. 
液から分離した LVDや LSD画分は，図6に示すよう
に LVD5%投与の場合のみながら7 ツオウジの生育を
促進し，有用なことが分った. しかし，その効果は原料
により変動し， ユーカリ材(Ellcalytlllsl'egllalls)の亜硫
酸パルフ・廃液は，逆に著しい生長阻害作用を示し，一般
的利用には，まだ困難のように思われる.
以上の研究から，栽培に利用できるマツオウジの生育
を促進する培地添加物には，今のところ適当なものは見
出せないと判断され，スギ材を培地とするためには，生
育の旺盛な優良菌系を選ぶのが先決であると考えられ
た.
そこで，入手した7菌系のマツオウジ菌の菌糸生長を
相互に比較したところ，図7の結果を得た.MKY~I，林
業試験場433(FMC-433)が特に秀れていて， MK-3， 
MK-4も優良な菌系と考えられる.なお，これらの菌は
PGA培地上で対嶋培養すると菌糸の接触蘭で，いずれ
も明瞭な褐色帯線を形成し，互いに異菌系であることを
示した.シイタケなどで菌系の判断に用いられる木粉矯
23 
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Legend : incubated for 246 hrs. at 28'C on potato 
extract-agar basal medium. 
0・.added2 wt. % of sucrose 
l…added 1 wt. % of sucrose 
2~5・・・ added no carbohydrate 
書…basedon weight of mycelium 
Fig. G. Relation between additives and growth 
rate of L. eρideus. 
地での対時培養は，マツオウジのような褐色腐朽菌では
着色帯の形成が確認できないので， PGA培地上での対峠
培養法は，補色腐朽菌の菌系判断に有用であろう(写真
2). 
PGA培地上で生育した菌糸の一部を種葱に，スギ心
材，辺材，辺心材混合の各木粉およびプナ木粉を培地に
試験的に培養したところ，予想通りスギ心材を除き良好
な活着状態を示した.そこでスギ辺心材混合木粉および
プナ木粉を基本培地として培養条件を検討した.
菌茸類の培養には物理的化学的諸要因が複雑に関係し
ていることが知られているが，中でも培地水分，培地
24 
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官 20
M z 
~ 10 
刊ー-
a 
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Legend : incubated on PGA medium at 28'C. 
A..MKY-1， B…FMC-433， C…MK-3， 
D…MK-4， E・.FMC-432，F…MK-2， 
G...MH-1 
Fig. 7. Growth rate of several strains of L. 
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Fig. 8. Effect of water content in SUGI wood 
medium to growth rate of L. letideus. 
pH，培地栄養分，培養温度，光の諸因子は重要であるの
で，これらの諸要因について検討を加えた.
(1)木粉含水率.木材腐朽菌は， 55~65%の合水率で
普通，最も良く生育するが，ナメコのように70%近しI、合
水状態で栽稽されるものもある.40~70%の範囲に合水
率を調節したスギおよびプナ木粉をガラス管あるいはポ
リプロピレン製ピンにつめ， MKY-1菌を移様 し，菌の
生長を比較したところ，図8の結果を得た.明らかに含
水率60~70%の培地が最も良好なことが分る. スギ木粉
の場合， 70%以上の合水率では水分が分離し容捺下部に
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i留り，菌の生長もその部分では観察されなかった.米ヌ
カ等の添加は，このような現象を防ぎ，菌糸の生長も良
好であったが，後述のように青カビ等の侵入が著しく，
厳しい無菌的管理を必要とするので， 実際の栽培にはス
ギ木粉で60~70%合水率にするのが良いと考えられる.
(2)培地pH.PGA培地での生長実験から最適培地
pH は， 5.0付近にあることが分った.そこで木粉培地お
よび各種添加物を加えた培地の pHを測定したところ，
表1に示すように，ほぼ適当な値を示したの'l3'，特別な
処置は必要と しないと考えられた.
(3)培地栄養分.菌糸生長を促進し害菌に対する抵抗
力を増す目的で窒素分や水分保持物質などを添加するこ
とがー般に行なわれている.添加物としては， 米ヌカ，
7lカス，コー γ・プラン，オートミーノレおよび大麦匹芽
などが用いられる.これらの物質をスギ辺心材混合木粉
1当地に添加し，マツオウジの菌糸生長を調べた.その結
果ー は，図9に示すようで，大麦Iffi芽添加の場合をのぞき
菌糸生長を促進した.しかし，これらの 添加培地の場
合，培養後期に至って雑菌(青カピ)の著しい侵入が観
察され，最終的に発茸処理に付すことができたのはスギ
木粉埼地とプナ木粉培地の一部に留った.特に米ヌカ添
加スギ木粉培地では，青カピの侵入繁殖によりマツオウ
ジ菌と害菌の境界面には赤色々素帯が 1~2cm 師で形
目比され，その後マツオウ ジの生育は急速に衰え死滅し
た.このような現象は， 青カ ビの抗菌性成分の生産に基
Table. 1.Hydrogen ion concentration (pH-values) 
o，f various mediums 
Medium Additive#3 I pH山巴吋dit凶 4
SUGI woodlれ北 I none 
SUGI wood 10岨tmeal
SUGI wood I corn bran 
釦 GIwood I ~!l~~::e~_~~sidue I 5.35-5.60 I ofrape seed 
SUGI wood I rice bran 
BUNA woodl21 none 5.70-5.80 
BUNA wood I rice bran 5.50-5日60
Legend:骨1…C1'yttome1'ia;aρollica 
~2 ・・・ Fagus C1'のwta
骨3・・Twentypercent of additives were 
mixed in wood medium and adjus-
ted water content to 70 percent 
based on the mixed medium. 
持4・referto text. 
5.30-5.50 
5.12-5.15 
5.30-5.48 
5.70-5.90 
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Legend: A…corn bran 20% (.-.)， B…oatmeal 
20% (ム・"6)，C…residualrape seed after 
squeezing oil， 20%(口一口)， D...rice bran 
20%(0・O)，E…embryobuds of barley 
Fig. 9. Effect of additives in SUGI wood mediulTI 
to growth rate of L. letidels. 
。。
づくと推定されるので，色素成分の検索を試みた.赤色
素々Ii，?Iロロホノレム可溶で数度のグロマト分離と生物
検定により ，抗菌性の本体とし て赤黒色針状品mp.
260~262'Cを単離した(写真 3 ， 4).本物質はスベクト
ル分析などによりナフトキノ γ構造を有すると推定さ
れ，文献値よりわ紫紋羽病菌 Helicobasidiul1l1110111μ の
代謝物として報告されているそ γベイ γのジメチルエー
テル誘導体(図10) と一致・同定された.青カピは，未
開定であるが， トリコデルマあるいは本病菌と関連した
ものであると推定される.本物質を添加した PGA培地
でのマツオウジ菌の生育を調べたところ，図11に示すよ
うに生長阻害作用を示した.このよ うに，マツオウジの
培養に適した高混多湿の条件 (28"C，70%合水率)は，
同時に青カビなどの強力な害菌の生育にも適しているた
め，栄養分の豊富な添加培地では厳重に害菌の侵入を防
がねばならない.スギ木粉だけの培地では逆に菌糸生長
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Mompain R=H (M. W. 222) 
Mompain dimethylether R=CH3(M. W. 250) 
Fig. 10. Chemical structures of Mompain and its 
dimethylether. 
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Fig. 1. E仔ectof red pigment to growth of L. 
letideus. 
抑制作用をもっフェルジノールなどの抽出成分の存在な
どが害菌の防除に有利に働いている可能性が考えられ，
自然生態系におけるマツオウジ菌の寄主として，抗菌性
成分を含むマツやスギが選ばれた理由を考えると興味深
いものがある.したがって実際の人工栽培においても栄
養添加物は，加えない方が良いと思われる.
(4)培養温度.PGA培地での実験か ら，28'C付近の
比較的高温域に最適温度があることが認められたが，実
際の栽培においては菌糸の呼吸で発生する熱を考慮し
て，外気温より 2~3'(;低温で栽培するのが良いとされ
ている 13) マツオウジも植菌直後から30'(;以上に保つと
菌糸生長は早いが菌層の薄い状態となり ，茸(子実体)発
生に適する菌体は得られなかった.したがって培養初期
は，20'Cに保ち，その後，適混の28'(;に移し培養するの
が最良と考えられる.
(5)光.菌糸の生長に光を必要とする菌茸類もある
が，マツオウジ菌は， I暗所でも良く生長し，菌糸生長に
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光照射は特に必要がないと考えられる.
植菌後，約2カ月で菌糸は全体に広がるが，子実体形
成に適した菌庖になるには，さらに 1月を要する.かく
して得られた菌体より子実体を発生させるには種々の方
法が試みられている.例えば，菌糸生長の適温より1O"C
ぐらい低温に保ったり 14〉，冷水浸演や放電処理がある.
ここでは低温処理を中心に検討した.またマツオウジの
子実体は，夏期に良く発生することから，光照射を要求
すると推定されたので、。~2，500 1x の範囲で光照射の効
果を調べた.菌糸の十分に繁殖した厚い菌層の培地を
18'(;の値観室で鐙光灯j照射下に置き，関係湿度80%以上
に保っと写真5に示すような子実体原基が，約5日間で
形成される.原基の形成は，ピγ口のアルミ箔を除去し
なくても行なわれるので，多量の光照射は不必要と考え
られる.低温処理(5 'c， 7日間)の有無は子実体原基の
形成促進に対しては明i療な効果が認められなかったが，
表2に示すように，低温処理培地では開封後7日(低温
Table. 2. Time needed for formation of primordia 
of L. leρideus. 
三二;…印刷 aveJra肉9e 10ava1xH aqe 
ドL
u- 1 
巨二
ト h 
己ー
1 
1 
1 
Note:持…Mediumwas kept at 5'C for 7 days. 
処理開始から14日)で子実体原基をー勢に形成したの
に，無処理矯地では開封後 8~14日の間にラ γダムに形
成する傾向があり，したがって原基形成時期を揃え， :子
実体品質を向上せしめるために低温処理は有効と考えら
れる.形成された原基は.その後，約3日間生長し，そ
の先端にピγ ・ヘッドを形成する(写真 6).これは，更
に1週間培養を続けると直径約5cmの傘となる.このピ
γ・ヘッドの形成には光照射は必ず必要で‘，少なくとも
100lx以上を必要とする.低温 (22'(;以下)， 高湿度下で
哀の長い黄白色ロート状子実体となり，高温(30'C以上)
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で低湿度下では黄白色の硬質，山笠状の子実体を形成す
る傾向にある(写真7，8).天然の子実体とくらベ笠の大
きさ，茎の長さなどが異なっていて，子実体形状の変異
の大きい点が注目されるが， 香りやl朱，歯ざわりなどの
点は良く類似していた.子実体j奴量は 400gの合水スギ
木粉培地から 20g程度である.子実体品質，J収量とも，
まだ十分ではなく今後検討を続けゐ必要があるが，スギ
やマツなどの針葉樹材を利用する食用茸として，夏期の
過度の冷房を必要としない省エネルギー的人工栽培が期
待できょう.
木研究の一部は，日本木材学会第34回大会(名古屋)
(1984年4月)および第35回大会 (東京) (1985年4月)
で発表された.
4. *2 括
マツオウジの人工栽培のため，菌糸生長および子実体
形成に関する基礎的要困を検討し，次の結果を得た.
(1) マツオウジ菌は，培地 pH5.0，温度28'Cで最大の
生長を示し，スギ辺材あるいはプナ培地では60""70%合
水状態で28'Cに3カ月保てば， 600ml容ポ リプロピレン
製ピンにマン延する.
(2) スギ心材あるいは針葉抽出物の内， フェルジノー
ル， シス ・コムニ酸，グリプト メリジオー ノレ，サγグラ
コヒ・マラジェソ 1ー9ー オールは，本菌の生育を著しく阻害
する.
(3) 植物生長調節物質，市販の菌糸生長促進剤あるい
はiIE硫酸パノレフ.廃液の菌糸生長促進画分の添加は， LVD 
のみが促進効果を示したが，その他の物質は，無効果か
あるいは阻害作用を示した.
(4) 米ヌカ，コー γ・プラソ，油カスなどの添加は菌
糸生長と共に雑菌の侵入を促す.青カ ビ(未同定)の形
成するマツオウジ菌生長阻害物質の主体11，モ γベイ
ン・ ジメチルエーテル(赤色々索)と同定された.
(5) 菌糸のまん延した培地は，17~19 'C， 70~90%相
対湿度の部屋で 1001x以上で光照射すると子実体原基
が形成され，約2週間で子実体が得られた.
(6) 低瓶処理は，子実体形成の時期を揃えるのに有効
である.
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Summary 
f In order tω0 巴岱st句ab1iぬsht仙hec叩ul凶t“iv刊atio加nmet凶ho吋d0ぱ
an edible mushro∞0 叫 Le仰Iltμυ川川IlUS1μe ρ ide釘UωSFr. (リJap】m削a剖nese
c∞ommon na】1叩I町me Mat飴s凱1叫i)0日 SUGI(Cοryρ〆tO/Jleria
jaρollica D. Don.)wood medium， fundamental factors 
in the growth of its mycelium and formation of its 
fruit body were investigated. As the results of these 
experiments， the following conclusions were obtain. 
ed. 
(1) L. feρideus indicated the suitable growth of 
mycelium on PGA medium at pH 5.0 and 28.C. In 
wood medium usi暗 SUGIsapwood or BUNA(Fagus 
crellata Blume)、vood，the greatest growth of my-
celium was obtained in medium of 70% water 
content at room temperature of 28'C. When four 
hundred grams of wood medium was used for cultiva. 
tion， mycelium of L. feρideus developed perfectly 
during 3 months. 
(2) Among the extractives obtain巴dfrom SUGI 
heartwood 01' foliage， ferruginol， cryptomeridiol， 
sandaracopimaradiene-19-01 and cis-communic acid 
greately inhibited th巴 myceliul1 growth of L. 
28 
letideus. 
(3) Plant growth regulators or commercial fl1n. 
gus growth promotors(Menedael， Meiflash and LVD 
or LSD fractions from spent liquors of acid sulfitc 
pl1lping)showed no promotion of the growth 削 cof 
L. leρideus except for LVD. 
(4) The addition of nutrients such as rice bran， 
corn bran 01' oatmeal etc. to wood medilll1 tcndcd 
to promote not only growth of mycelil1m hut also 
invasion by bll1e fungi. The invasion of blue fungi to 
the mycelium of L. feρideus in rice bran mixed SUGI 
wood medium indllced formation of growth inhibiting 
compol1nd， mompain dimethylether (red pigment). 
(5) Keeping wood medium in which mycclium of 
L. feρideus was well-developed under the conditions 
of 18.C， 80% R. H. and over 1001x. induced formation 
of primordia and fruit body was obtained aftcr 2 
weeks incubation. 
(6) Treatment under low temperature (5.C， 2 
weeks) prior to step (5) seemed to be effectivc in 
arranging the time of primordia formation. 
マツオウジ LelltillS{eρidelsの人工栽培一一荻山
Photo.l. Natural hui t body of L. lepideu.s. 
Photo.3. Formation of red pigment dllring 
cultivation of L. lepideus in wood 
medium containing rice bran due 
to invasion by blue fungi. 
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Photo.2. Antagonistic cultivation between 
different strains of L. lepidells. 
Photo.4. Dead of mycelium of L. lepideus dlle 
to i nvasion by bl ue fungi. 
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Photo.5. Formation of pl'imordia of L. lepideu.s. 
Photo. 6. Formati on of pi n head of 
L. lepicleu.s. 
Photo. 7. Fruit body of L. lepideu.s. 
Photo.8. Fruit body of L. lepideu.s. 
31 
